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本時の目標と取組内容を提示

本時の目標と取組内容をロイロノートで提示し、導入で「送る」。
取組内容が可視化され、ユニバーサルデザインの授業を実現。

取り組み内容を可視化
終わればチェックを入れる
（授業のユニバーサルデザイン）

授業に通し番号を振り、
資料箱に保存することで
他クラスの授業でも活用。
日々の授業を効率化



資料や図を送る・画面配信

教材や資料をカラーの状態で配布可能（プリント配布では不可能）
分かりやすい教材で学習。

画面配信で
一斉に同じカードを提示できる

資料や図などを送る
子どもは教材を

手元の画面で確認できる



多様な解答が予想されるときは提出箱

多様な解答が予想される発問では提出箱を活用。比較が簡単。
考え方の差異を追発問することで、曖昧な説明は明らかに。
言葉の意味を厳密に理解したりなど、教室の言語力がUP。

同じ問いに対する多様な考え方が
瞬時に可視化される

賛成・反対などで色分けも有効



板書の写真を撮る

次の授業での復習や教師自身の記録のために開始。
送ることで、コロナ禍における欠席者やオンライン授業対応も。

復習は描画機能で
書き込み



教師のノートを写真に撮る

教師のノートなどを写真に撮っておくと、
簡単な模範解答の提示など便利。印刷不要でコスト削減。

活用しているプリントの
見た目のまま提示できる。



子どものノートを写真に撮る

机間指導の際に撮影。ノートをピックアップして、全体に共有。
複数のノートの比較も容易。問題演習の〇付けにも活用。

異なる解法の比較等

問題演習時の模範解答を
ノートからピックアップ。
板書しないので時短



Webカードで他サイトとロイロを併用

Webカードを用意しておくことで、他サイトへの接続がスムーズ。
また、スクリーンショットを撮りロイロノートに貼り付けでカード化。
他サイトの内容も、ロイロノートで活用できる。

他サイトへの接続が
スムーズ

検索の時間が短縮

スクリーンショットを撮ることで
他サイトの内容も

ロイロノートで活用できる



フラッシュカード的活用

授業内容の重要項目（決まりや公式など）をカードに直す。
パワーポイントなどで作ったものもpdf変換すれば取り込み可能。
デジタル教科書のスクリーンショットをとれば作成時間は数秒。

ノート写真と併用すれば、
板書と同様の書き込みも可能



配布プリントをpdf変換して取り込む

配布プリントをpdf変換→「ファイル」から取り込みカード化
描画機能で塗りつぶし、消すことでプリントの見た目のまま空欄補充
画面配信にも対応しているので、オンライン授業等でも使用可能。

配布プリントは、
pdf変換して「ファイル」から取り込む

答えの部分を描画機能で
塗りつぶし、消しゴムで消せば

空欄補充が可能
画面配信でもリアルタイムで消せる



ペアワーク（念頭操作など）

Exceｌで作成→pdf変換→「ファイル」で取り込みカード化
「念頭操作で解答する人」と「答え合わせをする人」でペアワーク。
印刷不要なので、働き方改革にもつながる。

内容はアレンジ可能



アンケート機能で導入の予想

授業の導入で本時の問いや課題に対する予想を回答。
挙手制では周りに流されるが，アンケートでは個人で考えられる。
回答は，グラフに表されるので，結果の共有が簡単。

結果がすぐにグラフに
表されるので集計の必要なし

アンケートでは
予想を回答

（所要時間１，２分）



アンケート機能で到達度チェック

問題演習の後は、アンケート機能で点数を回答。
クラスや学年全体の到達度を把握できる。メタ認知にもつながる。
指導の焦点を絞ったりと、指導の振り返りに活用。

到達度がヒストグラムに。
指導の振り返りや

メタ認知にもつながる。

アンケートでは
点数を回答

（所要時間１，２分）



アンケート機能で誤答分析

問題演習の後はアンケート機能で誤答分析。（所要時間２，３分）
クラスや学年の到達度や得意、不得意を把握できる。

アンケートの項目を
工夫すれば

誤答分析も可能

集計結果を掲示することで
内容を再確認



アンケート＆提出箱共有で問題集作り

正答を設定すれば自動採点ができる。分からない問題があれば、
作問者に質問しにいくよう指示。授業内の説明や言語活動が増加。

提出箱を共有すれば
世界で１つの問題集を作成できる。

アンケートは教師だけで
なく、子どもも作成可能



シンキングツールで論証①

論証の指導ではシンキングツール（ピラミッドチャート）を活用。
カードを配置し繋ぐという直感的操作で論証が可能になる。

右からカードを選んで配置し、繋ぐ。



シンキングツールで論証②

カードを配置し繋ぐことでスライドショーを作成。
スライドショー通りに記述することで論証ができる。
シンキングツールの活用方法は他にもたくさんある。

論証の１行目が表示される。

カード順に論証や説明を書いていく。



ロイロでボードゲーム

カードを上手に使えば、ボードゲームなども作成可能。
ロイロノートを使ってのレクリエーションは、子どもは集中する。

カードをうまく使えば
ゲームもできる

共有ノートを代表戦会場
に設定することで、クラス

全員が観戦可能


